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委
託
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

③
職
員
の
制
服
は
、
規
則
に
基
づ

き
貸
与
し
て
い
る
。

賃
金
職
員
に
つ
い
て
は
、
一雇
用

期
間
の
長
短
が
あ
り
、
各
サ
イ
ズ

を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
難
し
い

た
め
、
貸
与
し
て
い
な
い
。

仮
り
に
、
現
在
の
賃
金
職
員
の

た
め
の
制
服
を
貸
与
し
た
場
合
の

費
用
は
、
約
二
百
万
円
が
必
要
で

あ
る
。

労
働
時
間
の
短
縮
に
伴
い
、

本
市
に
お
い
て
も
週
休
二

日
制
を
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を

伺
い
た
い
。

①
週
休
二
日
制
を
実
施
し
て
き
た

経
過
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
欠

け
る
占
小は
な
か
っ
た
か
。

②
土
曜
日
を
休
日
に
す
る
こ
と
に

伴
い
、
職
員
が
そ
の
前
後
に
、
時

間
外
勤
務
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
弊
害
は
な
か
っ

た
か
。

Ａ
Ａ

的
制
蹴
」
開
測
曜
は
印
”

た
形
で
、
平
成
元
年

一
月
か
ら
月

二
回
の
上
曜
日
閉
庁
を
取
り
入
れ
、

本
年

一
月
か
ら
完
全
週
休
二
日
制

へ
と
段
階
的
に
移
行
し
た
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
政
広

報
、
チ
ラ
シ
等
を
通
じ
て
、
市
民

へ
の
周
知
を
図

っ
た
。

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
極
力

低
下
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
と
し

て
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
等
の
生
活
環

境
施
設
や
公
民
館
等
の
社
会
教
育

施
設
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
の

業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
課

窓
回
業
務
に
つ
い
て
も
、
日
直
体

制
の
強
化
や
住
民
票
の
電
話
予
約

交
付
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
も

配
意
し
た
。

今
後
と
も
、
事
務
処
理
体
制
の

整
備
や
市
民
の
立
場
に
立

っ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

。
向
上
に
努

め
た
い
。

②
週
休
二
日
制
は
、
労
働
時
間
の

短
縮
が
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
残

業
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
こ
の
趣

旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
、
昨
年

と
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、　
一
般

会
計
で
八

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
要
因
と
し
て
は
、
職
員
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
事
務
の
電
算

化
が
軌
道
に
乗

っ
て
き
た
こ
と
等

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

老
人
保
健
福
祉
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
、
次
？

」
と

を
伺
い
た
い
。

①
市
が
実
施
し
た
高
齢
者
保
健
福

祉
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
分
析
を
し
た
の
か
。

ま
た
、
調
査
結
果
に
伴
う
課
題

に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

②
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
各

専
門
分
野
の
代
表
に
よ
る
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
充

実
し
た
も
の
と
す
る
為
、
現
場
や

地
域
住
民
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

多
く
の
声
を
反
映
し
て
は
ど
う
か
。

①
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
及
び
四
十
歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
方
を
対
象
に
、
老
人
保

健
福
祉
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
た
。

調
査
項
目
は
、
高
齢
者
世
帯
構

成
、
介
護
老
人
数
、
医
療
受
診
、

疾
病
構
造
、
趣
味
な
ど
十
七
種
類

二
〇
九
項
目
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
中
で
、
在
宅
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
希
望
は
、
約

一
割
で

あ
り
、
八
割
以
上
の
方
が

「
わ
か

ら
な
い
」
と
答
え
て
い
る
が
、
今

後
の
利
用
ニ
ー
ズ
は
か
な
り
あ
る

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
県
の

「新
ふ
く
い
健
康
長
寿

プ
ラ
ン
」
や
国
の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
計
画
と
し
て
、

良
質
で
効
率
的
な
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
と
供
給
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
、
策
定
作
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

②
計
画
策
定
の
た
め
、
今
年
度
は

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
を
設
置
し
た
。

委
員
の
構
成
は
、
専
門
の
知
識

を
持

つ
方
々
や
各
界
各
層
の
代
表

の
方
に
参
画
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

実
態
調
査
結
果
と
策
定
委
員
会

の
提
言
に
よ
り
、
市
民
の
エ
ー
ズ

が
十
分
把
握
で
き
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
懇
談

会
等
を
組
織
す
る
考
え
は
な
い
。

①
年
々
増
え
続
け
る

「ご

み
」
に
対
応
す
る
た
め
、

本
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
六
月
に

「小
浜
市
ご
み
問
題
対
策
推
進
協

議
会
」
が
発
足
し
、
ま
た
、
県
に

お
い
て
も
今
年
二
月
に
、
「福
井
県

廃
棄
物
減
量
化
再
生
利
用
推
進
計

画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
試
み
も
大
切
で
あ

る
が
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
市

民

一
人

一
人
が
日
頃
の
暮
ら
し
の

中
で
、
真
剣
に

「ご
み
」
の
減
量

化
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
民

へ
の
啓

蒙
が
必
要
で
あ
り
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
の
か
。

②
可
燃
ご
み
の
中
に
、
空
き
缶
や

ビ
ン
等
が
混
入
す
る
こ
と
に
よ
り

処
理
施
設
を
損
傷
し
た
り
、
老
朽

化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

可
燃
ご
み
に
つ
い
て
も
、
指
定

袋
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

③
全
国
市
長
会
に
お
い
て
、
ご
み

処
理
対
策
の
た
め
、
住
民
の
意
識

向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
家
庭
系

ご
み
に
つ
い
て
も
有
料
化
す
べ
き

で
あ
る
と
の
提
言
が
あ
っ
た
と
聞

く
が
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

①
ご
み
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
ご
み
量
の
増
加
、
質

的
多
様
化
等
に
伴
い
、
年
々
そ
の

処
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
市
に
お
い
て
は
、

昨
年

「小
浜
市
ご
み
問
題
対
策
協

議
会
」
を
発
足
し
、
ご
み
に
関
す

る
対
策
を
検
討
し
て
き
た
。

平
成
五
年
度
で
実
施
す
る
施
策

と
し
て
は
、
指
定
袋
の
導
入
、
生

ご
み
処
理
容
器
補
助
制
度
の
導
入
、

ご
み
集
積
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度

の
導
入
等
で
あ
る
。

市
民

へ
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
は
、

各
種
団
体

へ
の
依
頼
や
広
報
お
ば

ま
に
よ
る
啓
蒙
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
、

カ
ラ
ー
刷
り
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

も
予
定
し
て
お
り
、
市
民
に
十
分

周
知
い
た
し
た
い
。

②
指
定
袋
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

当
面
不
燃
物
を
対
象
と
し
、
平
成

五
年
度
は
試
行
期
間
と
し
て
周
知
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を
図
り
、
平
成
六
年
度
か
ら
完
全

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
可
燃
物
の
指
定
袋
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

③
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て
、

将
来
的
に
は
有
料
化
の
方
向
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
、
有
料
制
の
導
入
に
よ
る

ご
み
の
不
法
投
棄
、
抑
制
効
果
、

減
量
化
等
に
つ
い
て
の
問
題
も
残

っ
て
い
る
た
め
、
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

①
健
康
で
生
き
が
い
に
満

ち
た
都
市
、
す
こ
や
か
小

浜
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
平
成
三

年
六
月
に

「健
康
都
市
宣
言
」
を

行

っ
た
。

そ
の
後
二
年
が
経
過
し
た
が
、

そ
の
成
果
、
問
題
点
及
び
今
後
の

対
応
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
健
康
と
環
境
と
は
、
密
接
な
相

関
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「健
康
都
市
宣
言
」
を
し
た
本

市
に
お
い
て
、
「環
境
浄
化
都
市
宣

言
」
を
行
う
考
え
は
な
い
の
か
。

③
Ｅ
Ｍ
菌

（有
効
微
生
物
群
）
に

よ
る
生
ご
み
対
策
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

④
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

将
来
的
に
先
進
機
器

（Ｅ
Ｍ
菌
の

活
用
）
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

⑤
有
機
農
法
に
つ
い
て
は
、
自
然

食
志
向
の
中
で
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
有
機
栽
培
が
、

全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

が
、
本
市
と
し
て
も
そ
う
い
っ
た

取
り
組
み
が
で
き
な
い
も
の
か
。

ＡＡ一　つ①囃蔀障ス的勘へ推鍵啓↓こ

発
や
意
識
の
向
上
が
大
事
で
あ
る

た
め
、
健
康
講
演
会
や
健
康
管
理

の
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
を
中
心
と

し
て
、
「健
康
」
に
つ
い
て
の
広
報

を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ

く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
健
康
モ

デ
ル
地
区
を
指
定
し
た
り
、
健
康

推
進
員
を
設
置
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
栄
養
改
善
と
い
う
こ

と
が
健
康
の
基
礎
で
あ
る
た
め
、

食
生
活
推
進
員
を
委
嘱
し
、
各
地

区
公
民
館
に
お
い
て
栄
養
講
座
等

を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
保
健
婦
や
看
護
婦
等

の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
、
母
子
保

健
活
動
や
各
種
検
診
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
平
成
二
年
度
か
ら

は
、
健
康
デ
ー
タ
バ
ン
ク
シ
ス
テ

ム
の
導
入
し
、
健
康
管
理

・
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
供
給
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
若
狭
の
中
核
的
基

幹
病
院
と
し
て
、
公
立
小
浜
病
院

の
整
備
に
努
力
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
高
齢

者
に
対
す
る
積
極
的
な
医
療
計
画
・

対
策
が
重
要
で
あ
り
、
保
健
計
画

の
中
で
十
分
論
議
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
環
境
浄
化
に
つ
い
て
、
住
み
よ

い
環
境
の
も
と
で
健
康
で
幸
せ
な

生
活
を
送
る
こ
と
は
市
民
の
願
い

で
あ
る
。

積
極
的
に
健
康
の
増
進
を
図
る

こ
と
が
、
保
健
行
政
の
基
本
で
あ

り
、
人
の
健
康
を
保
護
す
る
生
活

環
境
の
浄
化
と
保
全
が
必
須
の
要

素
で
あ
る
。

都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
現
在

そ
の
方
向
性
は
な
い
が
、
市
政
の

柱
と
し
て
環
境
行
政
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

③
Ｅ
Ｍ
菌
に
関
し
て
は
　
管
内
に

お
い
て
研
究
会
が
持
た
れ
、
ま
た

千
人
余
り
の
方
が
こ
う
い
っ
た
こ

と
を
研
究
し
て
い
る
と
聞

い
て
お

り
、
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
の

一
環
と
し
て
、
市
民
運
動
が
盛
り

上
が

っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
て

い
る
。

行
政
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

若
干
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
環
境
浄
化
を
取
り
入
れ
た

行
政
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
具
体
的
な
こ

と
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
て
い

き
た
い
。

④
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

Ｅ
Ｍ
菌
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
先

進
地
の
施
設
等
の
利
用
状
況
を
十

分
調
査
研
究
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

⑤
農
業
に
お
い
て
は
、
労
力
と
経

済
性
が
関
連
し
て
く
る
。

Ｅ
Ｍ
菌
に
つ
い
て
、
大
面
積
に

お
け
る
利
用
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成
四
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

観
光
ガ
イ
ド

「若
狭
の
語
り
部
」

育
成
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
伺

い
た
い
。

①
昨
年
七
月
に
「若
狭
の
語
り
部
」

育
成
講
座
が
開
講
さ
れ
た
。

今
年
の
五
月
に
は
、
「若
狭
の
語

り
部
」
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
や
新

間
等
に
よ
る
報
道
が
な
さ
れ
る
な

ど
、
情
報
発
信
の
事
業
と
な
っ
て

い
る
。

来
年
の
二
月
ま
で
研
修
が
続
く

予
定
で
あ
る
が
、
研
修
終
了
後
に

お
け
る
語
り
部
の
メ
ン
バ
ー
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

②

「若
狭
の
語
り
部
」
を
今
回
の

一
期
生
で
打
ち
切
る
の
か
、
そ
れ

と
も
継
続
し
て
い
く
計
画
な
の
か

伺
い
た
い
。

Ａ

製

親
↓こ狭
”
鳴
耶

韓

る
さ
と
創
生
計
画
の

一
つ
と
し
て

位
置
付
け
、
地
域
個
性
形
成
事
業

の
制
度
を
注
用
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
。

事
業
の
目
的
は
、
市
民
や
観
光

客
に
、
若
狭
の
蓄
積
さ
れ
た
す
ば

ら
し
い
財
産
を
広
く
語
り
伝
え
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

研
修
終
了
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
現
在

「語
り
部
運
営
委

員
会
」
に
お
い
て
、
研
修
生
の
意

見
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
る
が
、
来
年
度
に
は

「観
光

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
人
材
バ
ン
ク
」
を

設
置
し
、
修
了
生
の
登
録
を
行
い
、

観
光
客
等
に
派
遣
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

②
二
期
生
以
降
の
育
成
計
画
に
つ

い
て
は
、
来
年
春
か
ら
の
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
等
を
参

考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

藤

　

井

　

　

　

信

人
権
擁
護
委
員

水
　
　
野
　
　
　
　
弘



【6】一一 市議会だより

【
感
謝

状
】

［全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
］

全
国
市
議
会
議
長
会

村

上
　
一一
司
議
員

山

藤

貞

雄
蕃
貝

岡 山

藤

明 貞

坂 村

下 上

監
査
委
員

山

藤

貞

雄

書

員

農
業
委
員
会
委
員

浜

岸

利

一
善
貝

幸

池

佐
兵
衛

氏

岡
　
善
次
郎

氏

西

村

仁

一

氏

松

宮

昭

司

氏

◇

泰

彰

今
定
例
会
の
開
会
に
先
立
ち
、

全
国
市
議
会
議
長
会
、
北
信
越
市

議
会
議
長
会
、
福
井
県
市
議
会
議

長
会
よ
り
、
永
年
在
職
議
員
に
対

す
る
表
彰
状
及
び
全
国
市
議
会
議

【
表

彰

状

】

［永
年
在
職
十
年
表
彰
］

全
国
市
議
会
議
長
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会

福
井
県
市
議
会
議
長
会

野

村

定

彦

議
員

石

橋

和

彦

議
員

松

尾

　

剛
議
員

長
会
評
議
員
に
対
す
る
感
謝
状
、

並
び
に
前
議
長

・
前
副
議
長
に
対

す
る
在
職
功
労
の
感
謝
状
の
伝
達

が
、
議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

，，た
。

司

議
員

均

議
員

雄

議
員

男

議
員

［議
長
在
職
功
労
］

福
井
県
市
議
会
議
長
会

山

藤

貞

雄

議
員

［副
議
長
在
職
功
労
］

福
井
県
市
議
会
議
長
会

浜

山序

利
　
一
議
員

平
成
五
年
第
四
回
小
浜
市
議
会

臨
時
会
が
七
月
十
九
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を

一
日
限
り
と
決
定
し
、

直
ち
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
「長
寿
健
康
の

さ
と
公
園

（仮
称
）
陸
上
競
技
場

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
エ
事
請
負
契
約

に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案
五
件
、

「小
浜
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て
」
の
推
薦

一
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
決
定
の
後
、
ま
ず

「長
寿

健
康
の
さ
と
公
園

（仮
称
）
陸
上

競
技
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
エ
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案

四
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の

説
明
、
質
疑
を
経
て
、
採
決
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
「監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
全
会

一
致
を
も
っ
て
原
案

の
と
お
抄
可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
「小
浜
市
農
業
委
員
会

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
」
が
上
程

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致

を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
推
薦
し
ま

し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
今
臨
時
会
に

付
議
さ
れ
ま
し
た
事
件
を
全
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

【
議
案
】

議
案
第
６２
号

議
案
第
６３
号

議
案
第
６４
号

議
案
第
６５
号

議
案
第
鶴
号

【
推
薦
】

推
薦
第
１
号

「長
寿
健
康
の
さ
と
公
園
（仮
称
と
陸
上
競
技
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

エ
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

「長
寿
健
康
の
さ
と
公
園
（仮
称
と
陸
上
競
技
場
フ
ィ
ー
ル
ド
及
び

外
周
ス
タ
ン
ド
エ
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

「長
寿
健
康
の
さ
と
公
園
（仮
称
ご
運
動
施
設
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
「長
寿
健
康
の
さ
と
公
園
（仮
称
と
幹
線
雨
水
排
水
及
び
園
路
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

小
浜
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

市

長 1

議

員

原
案
可
決

〃〃″〃

推

　

薦


